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一
　
は
じ
め
に

　
　
近
代
に
お
け
る
政
治
・
経
済
・
文
化
等
の
全
国
的
雨
二
性
は
、
基
本
的
に
は
、
明
治
以
降
国
家
の
政
治
機
構
の
然
ら
し
め
る
と
こ

　
ろ
で
あ
る
。

　
　
ひ
る
が
え
っ
て
、
近
世
期
を
見
る
時
、
「
幕
藩
体
制
」
の
も
と
に
、
中
央
に
統
一
的
政
権
で
あ
る
江
戸
幕
府
政
権
と
、
各
地
域
に
、

　
そ
の
支
配
下
に
あ
り
な
が
ら
、
け
ば
独
立
し
た
藩
鎖
国
と
が
あ
り
、
こ
の
両
者
の
関
係
は
、
あ
る
面
で
は
、
幕
府
権
力
と
鎖
固
権
力

　
と
が
一
直
線
的
に
、
ま
た
あ
る
面
で
は
、
両
者
が
ほ
ぼ
対
等
的
に
、
後
程
上
に
共
存
す
る
形
に
あ
っ
た
。

　
　
し
た
が
っ
て
、
言
を
替
え
れ
ば
、
近
世
期
は
、
中
央
に
準
じ
た
画
一
性
と
、
鎖
国
（
藩
）
＝
ロ
ー
カ
ル
性
と
が
、
同
居
し
た
時
代

。
と
も
表
現
さ
れ
よ
う
。

　
　
こ
の
原
点
に
立
つ
時
、
統
一
権
力
と
し
て
の
幕
府
に
お
け
る
、
近
所
中
期
以
降
の
諸
改
値
や
、
諸
藩
に
お
け
る
藩
政
改
唇
の
究
明

　
意
義
が
是
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
さ
て
、
瀬
戸
内
海
西
端
に
位
置
す
る
豊
前
豊
後
＝
東
九
州
地
域
、
と
り
わ
サ
両
豊
の
接
触
地
域
は
、
古
代
、
中
欧
、
近
伊
仙
を
通

　
じ
て
、
姶
終
注
目
す
べ
き
地
域
と
し
て
存
在
し
続
け
た
。

　
　
す
な
わ
ち
、
ｆ
口
代
に
あ
っ
て
は
、
宇
佐
ハ
幡
信
仰
に
代
表
さ
れ
る
文
化
・
圈
の
中
核
的
地
域
と
し
て
、
中
供
期
に
は
、
大
友
氏
の
興

　
｛
｝
を
か
け
た
戦
乱
の
舞
台
と
な
り
、
続
く
近
世
期
に
は
、
西
国
郡
代
四
日
面
陣
屋
＝
天
領
域
・
奥
平
藩
鎖
・
旗
本
鎖
＝
時
枝
鎖
・
小

　
笠
原
氏
鎖
・
奥
平
藩
鎖
・
延
岡
藩
鎖
、
と
極
め
て
複
雑
な
入
組
玄
配
の
下
に
分
割
さ
れ
、
多
様
な
政
治
支
配
の
展
開
し
た
地
域
で
あ

　
　
　
　
　
　
史
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l

天
正
十
八
年
武
州
忍
入
封

天
正
十
九
年
総
州
小
美
川
入
封

慶
長
五
年
参
州
西
郡
入
封

慶
長
十
七
年
参
州
吉
田
入
封

寛
永
九
年
参
州
刈
谷
入
封

た②

天
正
十
九
年
迄

慶
長
五
年
迄

慶
長
十
七
年
迄

寛
永
九
年
迄

慶
安
二
年
迄

―

　
　
　
二
　
島
原
勝
二
豊
飛
地
に
つ
い
て

肥
前
島
原
審
の
島
原
経
営
に
至
る
迄
の
松
平
氏
の
移
動
経
緯
は
、
概
略
次
の
如
く
で
あ
っ

　
　
　
　
　
飛
地
頷
支
配
を
め
ぐ
る
問
題
点
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六

っ
た
。

　
こ
の
特
殊
な
「
地
域
性
」
は
、
多
分
に
そ
の
「
地
理
性
」
に
起
因
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
問
題
は
、
「
東
九
州

史
研
究
」
の
終
局
的
意
図
と
し
て
後
日
、
総
括
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
先
に
見
た
、
幕
藩
体
制
の
特
異
な
複
重
的
政
権
下
に
あ
っ
て
は
、
全
国
各
地
に
、
こ
う
し
た
特
殊
地
域
性
か
存
在
す
る
訳
で
あ
る

が
、
こ
の
巨
大
な
問
題
に
、
今
こ
こ
で
取
り
組
む
力
量
の
な
い
私
は
、
こ
こ
で
は
、
こ
の
両
豊
接
触
地
域
を
、
江
戸
期
を
ほ
ぼ
全
期

匹

に
わ
た
り
、
飛
地
領
と
し
て
支
配
し
続
け
た
、
肥
前
島
原
藩
松
平
氏
の
飛
地
支
配
と
飛
地
側
と
の
相
関
関
係
に
つ
い
て
史
料
中
心

に
問
題
点
を
と
り
上
げ
て
み
た
い
と
思
う
。



慶
安
二
年
丹
州
福
知
山
人
封

寛
文
九
年
肥
前
島
原
の
封

寛
延
二
年
野
州
宇
都
宮
入
封

安
永
四
年
以
降
旧
領
島
原
復
帰

寛
文
五
年
迄

寛
延
二
年
迄

安
永
四
年
迄

幕
末
迄
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ｊ
Ｉ

　
松
平
氏
の
島
原
に
お
け
る
拝
領
石
高
は
、
島
原
半
島
域
＝
城
付
他
村
数
三
ｔ
三
ケ
村
で
三
万
八
千
三
百
石
余
に
加
え
て
、
豊
前
豊

後
国
内
に
、
五
組
九
十
九
ケ
村
、
合
二
万
七
千
六
百
九
石
余
と
な
り
、
飛
地
の
二
豊
石
高
は
、
城
付
他
石
高
に
対
し
て
、
凡
そ
四
十

％
に
相
当
し
、
極
め
て
高
比
率
を
占
め
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
こ
の
豊
前
豊
後
二
国
内
の
工
芸
飛
地
は
、
「
豊
州
御
領
」
と
よ
ば
れ
、
豊
前
国
に
、
橋
津
組
・
山
蔵
総
・
長
州
総
の
三
組
、
豊
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

国
に
高
田
組
・
田
染
組
の
二
組
が
あ
り
、
五
総
計
九
十
九
ケ
村
か
ら
成
っ
て
い
た
。

　
五
組
九
十
九
ケ
村
の
村
々
は
、
宇
佐
郡
駅
館
川
流
域
東
側
の
水
田
地
帯
を
主
体
に
、
そ
の
上
流
域
の
安
心
院
・
院
内
地
区
、
豊
後

側
で
も
、
国
東
半
島
西
岸
部
の
周
防
灘
に
面
し
た
地
域
で
あ
り
、
飛
地
支
配
の
支
庁
は
、
高
出
総
高
田
村
に
設
け
ら
れ
、
「
高
田
陣

屋
」
　
「
高
田
役
所
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

　
両
豊
の
飛
地
が
、
城
付
地
域
に
比
し
て
、
経
済
的
に
大
き
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ
た
地
域
で
あ
っ
た
ら
し
い
雅
は
、
宝
永
八
年
四
月

三
日
の
「
豊
州
村
々
江
申
渡
書
付

づ
中
の

史
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ｉ
Ｉ
１
１
ｉ
ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｆ
－
ｉ飛

地
頷
支
配
を
め
ぐ
る
問
題
点

＝

I

I

l

a

六
八

１
上
略
１
鯨
米
高
百
石
二
八
斗
宛
納
候
様
二
元
禄
五
申
年
相
定
候
得
共
、
豊
前
筋
田
地
二
逢
候
故
鯨
稲
多
ク
作
候
間
Ｉ
下
略
Ｉ

と
言
う
表
現
に
て
も
知
ら
れ
る
。

　
一
般
的
に
、
藩
側
に
と
っ
て
、
飛
地
が
城
付
地
の
近
傍
や
、
せ
め
て
同
国
内
に
散
在
す
る
場
合
は
と
も
か
く
と
し
て
、
極
め
て
遠

隔
地
に
分
散
し
て
い
る
場
合
に
は
、
支
配
機
構
や
、
そ
の
機
構
・
機
能
の
面
で
、
様
々
な
障
害
を
来
た
す
で
あ
ろ
う
事
、
そ
し
て
そ

の
対
策
と
し
て
、
様
々
な
思
慮
思
策
か
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
事
は
、
当
然
予
測
さ
れ
る
。

　
中
で
も
、
城
下
城
付
地
域
で
の
普
偏
的
流
通
貨
幣
（
藩
札
）
の
飛
地
内
で
の
流
通
問
題
や
、
廻
米
仕
法
、
役
人
の
目
見
方
法
、
城

付
地
出
向
奉
公
人
の
奉
公
仕
法
の
問
題
な
ど
の
外
、
習
俗
・
風
習
の
相
違
に
関
す
る
問
題
迄
も
決
し
て
、
度
外
視
す
る
事
が
で
き
ま

い
。

　
こ
の
小
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
諸
問
題
を
総
括
的
に
捉
え
る
事
は
、
紙
幅
の
関
係
か
ら
も
不
可
能
な
故
、
こ
こ
で
は
、
飛
地
内
の
大
庄

屋
側
に
記
録
せ
ら
れ
た
史
料
を
中
心
に
、
藩
当
局
の
飛
地
支
配
対
策
に
係
わ
る
二
三
の
史
料
を
、
紹
介
が
て
ら
に
見
て
行
き
た
い
。

三
　
人
口
対
策
史
料

困
　
史
料豊

州
之
者
島
原
江
人
高
入
不
相
成
候
事



一

文
政
二
郎
八
月
十
Ｕ
ｉ
Ｊ
左
之
通
五
組
一
統
二
被
仰
渡
候
二
付
村
方
汪
申
聞
置
候
、

　
　
　
覚

豊
州
御
領
分
ん
鳴
原
汪
参
居
候
夫
大
其

之
内
年
久
敷
奉
公
勤
居
候
内
ニ
ハ
近
郷

又
ハ
町
内
元
面
家
内
持
斤
共
迄
出
生
致
居
候

者
茂
有
之
哉
二
相
聞
或
ハ
養
子
之
約
束
相

済
出
大
致
居
暇
取
候
上
引
移
豊
州
大
高

除
二
相
成
候
存
念
之
も
の
茂
可
有
之
然
ル
怒

鳴
原
御
領
ハ
遅
々
大
高
相
増
豊
州
ハ
段
々

御
世
話
有
之
候
面
茂
思
ハ
敷
大
高
椙
増
兼
候

所
柄
二
候
開
以
来
豊
州
も
の
鳴
原
町
在
々

も
の
方
汪
養
子
二
相
成
候
儀
急
度
差
留
候

旦
又
家
内
持
居
詰
り
鳴
原
大
高
二
加
り
候

存
念
之
も
の
共
家
内
召
遅
豊
州
汪
参
り
候

儀
ハ
勝
手
次
第
豊
州
大
高
除
二
相
成
鳴
原

　
　
　
史
　
　
学
　
　
論
　
　
叢

六
九

． 〆 心 ･ . .



　
　
　
飛
地
頭
支
配
を
め
ぐ
る
問
題
点

大
高
大
之
儀
ハ
決
而
不
相
成
候
此
段
其
筋
江

夫
々
可
及
沙
汰
候

　
　
卯
五
月

七
〇

　
両
豊
地
方
農
村
に
お
け
る
当
期
の
人
口
動
態
に
関
す
る
集
計
的
史
料
を
、
こ
こ
に
持
ち
合
せ
な
い
の
で
、
嶋
原
藩
豊
州
頗
に
お
け

る
人
口
変
遷
数
値
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
素
早
的
な
数
字
を
こ
こ
に
示
し
得
な
い
が
、
隣
接
す
る
杵
築
藩
中
田
村
（
車
国
東
郡
）
に

お
け
る
数
値
を
一
例
と
し
て
見
る
と
、
当
村
で
は
、
文
致
八
年
の
、
五
四
八
入
に
対
し
て
、
慶
応
二
年
に
は
四
二
五
人
に
減
じ
、
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

致
八
年
を
Ｉ
〇
〇
と
す
れ
ば
、
弘
化
四
年
で
九
一
％
、
安
政
六
年
で
ハ
ー
％
、
明
治
元
年
は
七
一
％
に
減
少
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
こ
の
数
値
は
、
江
戸
中
末
期
の
他
の
辺
地
農
村
人
口
減
数
値
の
普
偏
値
と
合
致
す
る
。

　
い
わ
ゆ
る
天
保
改
革
に
お
け
る
「
人
返
し
」
の
政
策
は
、
都
市
・
城
下
町
へ
の
人
口
集
中
現
象
を
抑
え
、
農
村
人
口
の
加
増
を
策

し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
農
村
か
ら
の
農
民
の
流
出
は
、
す
で
に
天
同
期
に
は
顕
著
に
見
え
て
お
り
、
識
者
の
中
に
は
、
例
え
ば
、

本
居
宣
長
『
玉
く
し
げ
絹
本
』
（
天
明
七
年
）
、
荻
生
胆
棟
『
政
談
』
（
亨
保
期
）
ら
の
如
く
、
農
民
の
離
村
現
象
と
そ
の
動
因
に

関
し
て
す
る
ど
い
観
察
を
示
し
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。

　
豊
州
地
区
農
民
が
、
合
法
的
に
出
村
す
る
と
す
れ
ば
、
城
付
地
島
原
で
あ
り
、
右
に
見
た
史
料
の
語
る
所
は
、
極
め
て
当
然
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
豊
州
飛
地
に
対
す
る
藩
当
局
の
人
口
対
策
が
、
不
問
に
附
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
事
実
は
、
右
の
史
料
と
と
も
に
、
以
下
の
史
料
に



よ
っ
て
も
更
に
証
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

日
足
村
庄
屋
永
苗
字
御
免
之
事

-

文
化
七
年
二
月
一
代
苗
宇
御
免
杓
之
候
処
几
後

島
原
右
入
百
娃
之
儀
二
付
奇
特
二
付
能
牛
折
柄

故
文
政
五
壬
年
正
月
二
内
分
申
立
書
付
差
出
候
処

同
年
五
月
六
日
二
御
役
所
江
御
呼
出
之
上
御
月
番

西
田
弥
学
様
右
左
之
通
御
書
付
于
㈲
披
御
渡
候

　
　
　
　
覚

　
　
　
　
一
　
苗
字
永
ク
名
乗
紋
様

　
　
　
　
一
　
自
他
共
帯
刀
御
免

右
之
者
共
儀
村
方
連
々
人
高
相
減
候
二
付
嶋
原

表
右
入
酉
姓
共
引
請
自
分
物
入
を
以
為
在
付

追
々
荒
地
茂
起
返
村
方
御
取
興
之
御
趣
意

　
　
　
史
　
　
学
　
　
論
　
　
叢

日
足
村
庄
屋

橋
津
村

松庄佐
　屋

藤
　
弥
十
印

本
　
瀬
兵
衛

七

一
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飛
地
鎖
支
配
を
め
ぐ
る
問
題
点

二
叶
奇
特
之
儀
二
付
右
之
通
被
仰
付
候
間
可

被
申
渡
候
以
上

　
　
五
月

七
二

日
足
村
庄
屋
佐
藤
氏
は
、
文
政
年
聞
か
ら
の
、
宇
佐
郡
鶴
田
新
田
等
の
開
発
に
精
力
的
に
尽
力
し
た
富
農
で
あ
っ
た

が⑩

、
新
開
地

の
労
働
力
獲
保
に
多
大
な
努
力
を
注
ぎ
、
藩
当
局
の
飛
他
領
人
口
対
策
に
機
軸
を
合
わ
せ
得
た
点
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
松
本
氏
は
、
大
庄
屋
所
在
地
の
橋
津
村
庄
屋
で
あ
っ
た
が
、
日
足
佐
藤
氏
同
様
の
理
由
で
帯
刀
御
免
の
待
遇
を
得
た
の
で
あ
る
。

　
城
付
他
島
原
へ
の
出
向
者
が
、
具
体
的
に
い
か
な
る
数
字
で
あ
っ
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
奉
公
夫
人
や
、
夫
銭
・
夫
人
来

往
の
実
情
に
つ
い
て
は
、
次
の
史
料
が
語
る
。

　
　
　
　
　
卵

奉
願
候
御
事

一
、
五
組
村
々
右
　
指
出
候
夫
人
之
儀
人
柄
不
足
之
村
方
ハ

　
　
夫
代
銀
上
納
仕
度
先
年
御
願
申
候
処
当
御
領
分

　
　
百
五
洽
人
分
夫
代
銀
相
納
候
様
被
仰
付
是
迄
上
納

　
　
仕
候
処
近
年
打
続
年
柄
悪
敷
村
々
共
難
儀
者
共



多
出
来
仕
嶋
原
御
奉
公
二
罷
申
出
度
願
出
候

者
共
段
々
御
座
候
二
付
何
卒
不
残
人
柄

差
出
夫
代
銀
之
儀
御
免
披
下
以
来
人
柄
計

指
出
候
様
仕
度
奉
願
候
此
段
宜
被
願
上
可
被
下
候

以
上

　
　
未
五
月

　
農
民
側
の
負
担
す
る
領
主
之
の
諸
夫
役
が
、
飛
地
領
内
の
労
動
力
減
少
を
理
由
に
、
金
納
化
さ
れ
る
事
は
、
藩
側
に
と
っ
て
、
人

口
対
策
面
か
ら
し
て
も
是
認
す
べ
き
方
向
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
逆
に
農
民
側
に
と
っ
て
は
、
打
続
く
凶
作
年
柄
で
困
窮
の
倍
加
す
る
村
落
経
済
の
中
で
、
米
穀
を
金
銭
化
し
、
夫
役
の
金

談
柄
化
は
負
担
加
重
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
都
心
地
域
之
の
流
入
の
機
会
を
、
再
び
「
人
柄
」
で
と
要
請
す
る
事
に
よ
っ
て
土
俵
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
右
史
料
に
見
る
諸
夫
役
負
担
は
、
城
何
地
島
原
に
対
す
る
責
任
額
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
他
に
、
江
戸
消
失
人
員
批
が
あ
っ
た
。

　
史
料
に
よ
る
と
、

五
組
村
々
差
出
候
夫
人
之
儀
江
戸
詰
之
者
五
六
年

　
　
　
　
史
　
　
学
　
　
論
　
　
叢

七
三



　
　
　
　
飛
地
領
支
配
を
め
ぐ
る
問
題
点

茂
相
詰
候
二
付
及
難
儀
二
欠
落
等
茂
多
有
之
　
Ｉ
下
　
略
－

七
四

と
見
え
、
差
出
す
べ
き
夫
人
は
こ
一
酉
四
十
人
分
と
見
え
、
こ
の
内
百
五
十
人
分
は
、
夫
代
銀
上
納
で
代
替
し
て
い
た
が
、
こ
の
場
合
も
、

凶
年
連
続
を
理
由
に
、
人
柄
夫
役
に
復
帰
し
、
し
か
も
本
領
島
原
夫
役
に
代
替
し
て
欲
し
い
旨
の
要
請
を
な
し
て
い
る
。

　
　
　
酉
　
経
済
対
策
史
料

こ
う
し
た
城
付
地
と
、
飛
地
間
に
お
け
る
頗
民
移
動
に
係
わ
る
問
題
点
に
つ
い
で
、
流
通
商
に
お
け
る
問
題
の
一
面
を
見
よ
う
。

圈
　
史
料
ニ
ノ
ー

　
　
他
領
報
礼
遣
ひ
御
差
留
メ
之
事

一
、
文
改
元
寅
十
月
三
日
左
之
通
御
触
出

　
　
二
付
村
方
江
申
触

　
　
　
御
　
達

当
御
領
内
二
近
年
他
所
銀
札
夥
敷
入
込
候
処



表
之
銀
札
於
当
所
通
用
被
仰
付
候
様
其
儀

難
相
成
候
ハ
ハ
預
り
切
手
通
用
被
仰
付
候
哉
又
ハ

正
金
銀
銭
通
用
披
仰
付
下
方
相
立
候
様
致
度

趣
を
以
右
三
ケ
条
之
仕
法
書
を
添
当
二
月
中

願
書
差
出
尤
之
趣
二
茂
相
聞
候
得
共
他
領
之

銀
札
下
方
勝
手
筋
を
以
取
扱
近
年
不
融
通

二
成
候
迎
役
所
向
江
難
渋
筋
可
申
立
儀
二
無
之

候
得
共
年
来
之
仕
来
り
今
更
正
面
之
義
中
限

候
茂
如
何
敬
二
付
憐
脇
を
以
何
与
哉
品
を
付

願
之
通
札
辿
用
二
為
致
度
江
戸
表
江
被
仰
遺

段
々
御
伺
合
有
之
候
得
共
飛
地
之
場
所
二
札
遺

は
決
而
難
相
成
事
二
候
段
申
聞
候
然
ル
上
ハ

預
り
切
手
扱
可
然
哉
二
候
得
共
是
迪
茂

札
右
切
手
之
名
目
変
り
候
迄
二
而
実
は
同
物
二

候
得
者
贋
物
等
出
来
他
邦
懸
合
二
成
御
手
銀

之
取
計
茂
難
出
来
公
辺
江
聞
候
而
ハ
何
分

　
　
　
史
　
　
学
　
　
論
　
　
叢
　
　
　
三

七
五



ｓ
　
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

　
　
　
飛
他
領
支
配
を
め
ぐ
る
問
題
点

無
相
済
第
一
上
下
共
迷
惑
之
筋
二
至
り
又

不
案
内
二
面
贋
切
手
等
持
込
候
ハ
ハ
不
直
之

損
失
茂
致
シ
詰
ル
所
皆
御
領
内
之
衰
微

共
可
相
成
儀
二
候
得
者
預
り
切
手
之
儀
茂
不
可

然
候
正
物
遺
右
申
候
面
者
一
且
者
下
方
難
渋

二
茂
可
存
候
得
共
末
々
之
害
を
得
与
勘
弁

致
シ
ー
統
申
談
追
々
正
物
遣
二
相
成
候
様
小
前

酉
姓
二
至
迄
不
洩
様
誠
精
理
害
可
申
聞

候
以
上

　
寅
十
月
三
日

　
　
　
　
五
組
大
庄
屋
中

㈲
　
史
料
ニ
ノ
ニ

六
郎
左
衛
門

一
、
同
年
十
一
月
二
又
々
左
之
通
御
触
出
候
二
付
村
方
江

　
　
中
間
置
候

⑩

七
六



態
申
触
候
然
者
御
他
領
之
銀
札
御
領
内

致
融
通
詰
ル
所
衰
微
と
も
可
相
成
儀
二
付

追
々
正
物
遣
ひ
ニ
相
成
候
様
一
統
可
申
談
旨

先
月
中
相
触
置
候
處
近
頃
杵
築

表
新
札
出
来
正
銀
銭
二
引
替
等
茂
差

支
無
之
二
付
当
然
之
利
欲
二
連
ひ
櫨
実

其
外
穀
類
等
忍
び
忍
び
杵
築
表
汪
侍
越
売

佛
候
得
者
高
田
辺
カ
格
別
直
段
能
買
請
新

札
差
遺
或
者
杵
築
開
近
之
村
々
者
互
二
借
貸

茂
致
シ
候
注
釈
相
聞
候
此
節
御
領
内
ハ
正
銀

銭
遣
二
相
成
一
統
安
心
之
事
二
候
處
自
然

杵
築
二
不
限
他
領
之
札
入
込
銀
売
買
候
様
成
行

候
而
者
詰
り
衰
微
及
連
惑
候
様
吋
相
成
依

之
先
達
而
相
触
候
通
弥
正
銀
銭
遣
二
心
得

無
余
儀
受
取
候
他
領
銀
札
は
札
元
之
御
領
内
へ

佛
入
候
様
可
致
段
申
渡
若
北
上
心
得
違
致
取

　
　
　
史
　
　
学
　
　
論
　
　
叢

七
七



　
　
　
飛
地
頷
支
配
を
め
ぐ
る
問
題
点

遣
候
者
有
之
候
ハ
ハ
差
押
訴
出
可
候
此
段

村
々
端
々
迄
不
洩
様
可
申
聞
候
以
上

　
　
十
一
月
四
日
　
　
　
　
六
郎
左
衛
門

　
　
　
橋
津
給
人
庄
屋

別
紙
之
通
触
状
出
候
間
村
々
端
々
迄
不
洩

様
御
申
聞
不
相
用
之
者
有
之
紋
ハ
ハ
差
押
申
出

紋
様
御
申
聞
可
有
之
紋
以
上

　
　
十
一
月
四
目
　
　
　
　
　
　
　
代
官

　
　
　
橋
津
金
‐
下
郎
殿

㈹
　
史
料
ニ
ノ
三

　
　
　
他
領
銀
札
取
扱
之
儀
二
付
御
沙
汰
之
事

一
、
天
保
三
辰
冬
中
左
之
通
被
仰
聞
村
方
江
申
触
候

　
　
　
　
御
　
達

⑩

七
八



当
御
領
内
正
銭
遣
ひ
ニ
候
処
御
近
領
都
面
札
遣
ひ

之
淑
故
御
当
方
面
己
正
物
遣
ひ
与
中
候
面
者
何
分
下
方

立
行
兼
候
趣
を
以
去
ル
亥
年
町
人
共
預
り
切
手
之
儀

願
立
有
之
候
處
御
取
上
無
之
矢
張
正
物
遣
被
仰
出

候
得
其
左
候
面
者
商
売
向
者
勿
論
目
用
之
品
茂
詞
方

出
来
兼
必
至
難
渋
之
次
第
無
拠
租
裔
屑
御
役
所
二
面

勘
弁
い
た
し
他
札
取
扱
之
ぼ
犬
目
二
見
置
当
難
為
相

浚
往
々
正
物
差
留
無
之
様
可
相
出
掛
御
趣
意
二
面

段
々
見
遁
居
候
處
近
頃
二
至
正
物
彿
底
難
儀
故

与
者
乍
中
細
陣
屋
を
茂
不
憚
勝
手
二
他
札
取
扱
候
趣

甚
心
得
違
之
事
二
候
右
様
専
他
札
取
扱
候
面
者
以
前
之
通

札
狂
ひ
等
出
来
難
儀
差
廻
御
厄
介
筋
願
立
候
共

札
遣
ひ
御
差
留
之
罫
故
御
取
上
荷
之
間
敷
然
ル
時
ハ

其
身
之
難
儀
面
己
二
相
成
候
事
二
付
右
等
之
次
第

得
与
思
慮
い
た
し
矢
張
正
銭
遣
ひ
之
心
得
者
勿
論

及
丈
他
札
不
為
入
込
様
銘
々
覚
悟
い
た
し
、
小
前

　
　
　
史
　
　
学
　
　
論
　
　
叢

七
九



　
　
　
史
　
　
学
　
　
論
　
　
叢

其
心
得
違
之
も
の
無
之
様
別
紘
之
通
御
串
諭
吋
有

之
候
以
上

　
　
閏
十
一
月
　
　
　
　
　
　
　
代
官

　
　
　
　
大
庄
屋
中
々
宛

　
　
人
庄
屋
　
村
々
汀

　
　
　
　
覚

一
、
当
御
鎖
内
正
抑
遣
二
埃
處
御
近
鎖
皆
社
遣
ひ
故

　
　
自
然
圧
抑
彿
底
二
相
成
専
社
遣
ひ
ニ
折
節
府
内
杵

　
　
築
社
不
融
通
二
付
油
者
段
々
奉
掛
御
厄
介
埃
儀
有
之
其
後

　
　
他
社
遣
御
制
禁
被
仰
出
厚
御
世
話
為
在
他
社

　
　
遣
ひ
埃
も
の
厳
収
御
咎
披
仰
付
候
茂
全
下
方
水
ク

　
　
為
筋
々
御
趣
意
二
候
得
其
諸
方
社
遣
ひ
之
事
故
他
社

　
　
為
入
込
不
中
西
者
商
売
向
者
勿
論
小
的
一
同
日
周
二
茂

　
　
差
支
難
渋
之
趣
追
々
致
承
知
段
々
御
願
申
土
埃
處

　
　
他
社
取
扱
之
儀
差
油
御
穿
繋
茂
無
之
全
御
憐
感
之

八
〇



御
趣
意
与
致
恐
察
候
処
正
物
佛
底
与
者
乍
申
近
頃

御
陣
屋
を
茂
不
憚
他
札
取
扱
候
趣
二
相
聞
甚
心
得
違

之
嘔
二
候
右
様
専
他
札
扱
候
而
亦
々
札
狂
ひ
等

出
来
候
節
御
厄
介
願
立
候
共
兼
而
御
差
留
之
事
故

御
取
上
有
之
間
敷
且
札
狂
ひ
之
儀
何
時
可
有
之
儀

難
計
然
時
者
其
身
之
難
渋
而
己
二
相
成
候
間
右
等

之
次
第
得
与
思
慮
い
た
し
矢
張
他
札
遣
ひ
御
制

禁
右
心
得
及
尤
不
取
扱
銘
々
致
覚
悟
連
々
被

候
正
物
遺
之
御
法
相
立
候
様
取
計
可
披
申
候

　
右
史
料
二
ノ
ー
～
三
号
は
、
内
容
的
に
重
複
す
る
内
容
部
分
も
あ
る
か
、
理
解
を
劫
け
る
た
め
に
冗
長
煩
雑
な
る
も
全
覧
し
た
。

　
近
世
中
期
以
降
、
と
み
に
隆
盛
を
来
た
し
て
来
た
流
通
経
済
の
内
に
あ
っ
て
、
最
も
重
要
な
問
題
は
幣
制
問
題
で
あ
ろ
う
。

　
当
期
に
は
、
幕
府
の
発
行
す
る
金
銀
銭
貨
の
外
に
各
藩
が
、
幕
府
の
認
可
を
得
て
発
行
す
る
藩
札
、
商
業
活
動
専
従
者
の
発
行
す

る
手
形
な
ど
が
あ
り
、
物
資
の
販
売
購
入
、
家
臣
の
給
与
、
部
分
的
納
税
等
に
介
在
し
て
い
た
。

　
こ
の
内
藩
札
は
、
幕
府
の
認
可
を
得
て
各
藩
で
発
行
す
る
も
の
で
、
一
般
的
に
は
札
惣
奉
行
等
で
発
行
、
札
会
所
を
設
け
、
鎖
国

内
流
通
、
幕
府
貨
幣
と
の
兌
換
を
原
則
と
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
史
　
　
学
　
　
論
　
　
叢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ー



ｉ

　
　
　
　
飛
地
顔
支
配
を
め
ぐ
る
問
題
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

島
原
潜
に
お
け
る
藩
札
発
行
は
、
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
の
戸
田
氏
時
代
で
あ
っ
た
。

八
二

　
藩
札
の
通
用
期
間
は
、
無
期
限
で
は
な
く
、
石
高
に
よ
り
限
定
さ
れ
、
戸
田
氏
の
場
合
第
一
期
十
五
ケ
年
を
経
過
、
通
用
期
間
の

更
新
で
二
期
目
に
入
っ
た
折
の
、
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
に
旧
領
宇
都
宮
に
所
替
え
に
な
っ
た
為
に
、
松
胆
氏
が
戸
田
氏
の
残
り

期
間
六
ケ
年
の
通
用
方
を
願
い
出
て
認
可
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
幕
府
が
、
自
ら
流
通
を
計
っ
た
正
貨
、
す
な
わ
ち
金
銀
銭
貨
を
持
ち
乍
ら
、
一
方
で
は
、
寛
文
元
年
の
福
井
藩
で
発
行
を
嘴
矢
と

す
る
藩
札
の
流
通
を
是
認
し
た
事
は
二
見
す
れ
ば
大
き
な
予
盾
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
複
重
的
な
通
貨
体
制
は
、
す
で
に
先
学
に
よ

　
　
　
　
　
　
⑩

っ
て
指
適
さ
れ
る
如
く
、
一
落
的
規
模
で
統
一
さ
れ
た
領
域
市
場
の
形
成
を
前
提
と
し
た
う
え
で
、
全
国
的
な
流
通
市
場
か
是
認
さ

れ
た
た
め
で
あ
り
、
こ
の
事
は
、
藩
札
発
行
の
背
景
条
件
に
は
、
幕
府
正
貨
の
準
備
が
不
可
欠
条
件
で
あ
っ
た
事
か
ら
で
も
知
ら
れ

る
。

　
島
原
藩
の
二
豊
飛
地
か
、
四
日
市
陣
屋
を
中
心
と
す
る
天
領
城
に
接
し
た
こ
と
と
、
延
岡
領
、
杵
築
領
等
の
私
領
に
東
西
南
北
共

に
隣
接
す
る
地
理
的
条
件
に
あ
る
時
、
藩
宰
者
の
腰
下
か
ら
遠
く
隔
っ
て
い
る
だ
け
に
、
紙
貨
幣
流
通
は
、
「
飛
地
に
お
い
て
、
札

遣
い
は
制
禁
で
あ
る
」
事
は
、
当
然
予
測
さ
れ
、
「
札
と
切
手
は
同
体
」
で
あ
り
、
原
則
的
に
は
、
正
銀
遣
い
以
外
は
是
認
さ
る
べ

き
で
は
な
い
。

　
先
に
全
覧
し
た
史
料
で
知
ら
れ
る
如
く
、
他
藩
札
遣
い
は
、
非
公
式
に
黙
認
の
形
を
と
っ
た
時
期
も
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
結
果
的

に
は
、
他
藩
札
の
使
用
に
よ
っ
て
、
札
狂
い
等
、
異
状
な
他
界
的
情
勢
に
よ
っ
て
も
自
領
内
の
経
適
事
情
に
変
動
を
来
た
す
訳
で
あ

り
、
又
、
自
領
内
の
正
金
の
流
出
等
、
諸
状
況
を
勘
案
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。



右
史
料
は
、
こ
う
し
た
藩
当
局
の
正
貨
保
護
上
の
関
係
か
ら
も
、
重
要
な
意
味
を
有
し
て
い
る
。

　
　
　
　
五
　
そ
の
他
諸
対
策
史
料

　
城
付
地
か
ら
遠
隔
地
に
飛
地
の
散
在
す
る
場
合
に
は
、
飛
地
か
ら
城
付
地
へ
の
出
向
者
の
定
宿
設
定
問
題
や
、
飛
地
内
風
俗
取
り

締
り
問
題
な
ど
も
、
ゆ
る
が
せ
に
な
ら
な
い
対
策
で
あ
っ
た
。

　
文
致
元
年
五
月
、
浦
五
島
町
に
在
住
す
る
山
下
佐
平
洽
の
口
上
覚
を
見
よ
う
。

　
　
　
　
乍
恐
奉
願
口
上
覚

一
、
私
儀
浦
五
島
町
二
罷
在
候
者
二
面
兼
面
諸
国

　
　
問
屋
仕
候
中
二
茂
嶋
原
御
領
之
内
豊
後
豊
前
者

　
　
勿
論
他
地
ぶ
数
年
来
商
売
方
二
面
海
陸
ふ

　
　
罷
越
候
人
々
不
相
替
私
方
江
当
着
候
処
近

　
　
年
旅
人
取
緒
方
厳
重
被
仰
付
候
二
付

　
　
面
者
無
届
二
面
旅
人
一
夜
多
り
と
も
止
宿
難
相

　
　
成
候
二
付
是
迄
者
外
旅
人
之
体
二
面
御
役
筋
二
茂

　
　
届
方
相
済
申
候
儀
二
御
座
候
得
共
若
万
一
旅
人

　
　
　
　
史
　
　
学
　
　
論
　
　
叢

八

一
一一



－
－
Ｓ
ｙ
－
－
－
－

！

Ｅ

　
　
　
飛
地
頷
支
配
を
め
ぐ
る
問
題
点

二
付
出
入
ケ
間
敷
儀
出
来
仕
候
節
者
内
分
之
取
計

方
二
茂
相
成
兼
候
節
者
私
儀
茂
蒙
御
咎
を
双
方

之
難
儀
二
茂
相
成
可
申
儀
茂
難
計
且
同
所
海

陸
定
問
屋
於
当
地
一
軒
茂
無
御
座
先
年
ふ
折

節
心
当
参
候
人
々
御
座
候
間
何
卒
私
儀
二
同
所

海
陸
定
問
屋
被
為
仰
付
下
置
候
ハ
ハ
御
慈
を
以

向
後
渡
世
方
繁
昌
仕
御
役
筋
者
勿
論
諸
国

共
々
場
広
二
取
引
仕
旦
者
旅
人
御
取
締
方
二
茂

相
成
可
申
哉
二
乍
恐
奉
存
候
依
之
諸
掛
り
物

是
迄
之
通
仕
候
間
右
問
星
何
卒
私
江
御
免

被
為
仰
付
被
下
候
ハ
ハ
生
々
世
々
難
有
仕
合
奉
存
候

此
段
乍
恐
書
付
を
以
奉
願
候
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
佐
平
洽

八
四

　
右
申
請
に
対
し
て
、
豊
州
御
領
大
庄
屋
橋
津
金
十
郎
は
、
村
方
一
同
の
意
見
を
ま
と
め
、
賛
意
を
表
し
、
定
問
屋
早
急
開
設
方
に

異
存
の
な
い
事
を
、
代
官
宛
に
書
送
っ
て
い
る
。



そ
れ
よ
り
以
前
、
寛
延
三
年
、
松
平
氏
と
戸
田
氏
と
の
所
替
事
務
に
参
与
す
る
為
に
島
原
城
下
に
出
向
し
た
豊
州
御
領
大
庄
屋
ら

は
、
城
下
所
在
の
「
豊
後
屋
高
右
衛
門
」
方
に
止
宿
し
て
お

⑩り
、
こ
の
豊
後
屋
が
、
当
期
の
定
宿
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

　
定
問
屋
設
置
申
請
の
山
下
佐
平
洽
と
、
「
豊
後
屋
」
と
の
異
同
関
係
に
つ
い
て
は
、
史
料
的
に
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
人
庄
屋
び

所
務
出
向
や
年
礼
出
向
、
そ
の
外
、
城
下
出
向
商
人
等
の
定
官
等
に
対
す
る
施
策
も
、
重
要
で
あ
っ
た
。

　
城
下
と
飛
他
聞
の
役
人
等
の
ひ
ん
ぱ
ん
な
来
往
は
、
い
や
が
上
に
も
、
様
々
な
面
で
の
他
領
と
自
領
と
の
比
較
意
識
を
持
た
せ
て

い
る
。

　
例
え
ば
、
文
致
十
年
ト
ー
月
の
「
御
林
出
仕
立
方
之
儀
二
付
御
沙
汰
」
で
は
、

Ｉ
上
略
Ｉ
当
御
近
領
斟
嶋
原
万
之
道
中
筋
何
れ
の
御
領
と
て
も
、
近
来
別
而
山
方
御
巨
話
育
之
候
趣
二
而
能
椙
繁
居
候
当
御
頗
之

　
儀
茂
匪
話
さ
へ
届
候
者
不
育
立
与
申
土
地
二
者
無
之
相
見
候
処
し
下
略
Ｉ

と
見
え
る
。

　
社
会
風
俗
面
に
お
け
る
問
題
と
し
て
は
、
島
原
浪
大
老
の
横
行
取
締
り
策
な
ど
が
あ
っ
た
。

　
城
下
か
ら
遠
隔
の
地
だ
け
に
、
こ
の
対
策
に
は
藩
当
局
も
苦
慮
し
た
ら
し
く
、
「
嶋
原
浪
人
と
申
立
て
て
、
村
々
を
徘
徊
す
る
浪

人
者
」
を
見
か
け
た
場
合
、
嶋
原
麦
に
お
け
る
俸
禄
の
如
何
、
役
柄
、
暇
出
し
の
年
号
等
を
聡
明
し
、
身
元
確
認
を
な
す
様
に
廠
達

し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
史
　
　
学
　
　
論
　
　
叢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五



－

ｄ

／

ｊ

－

１

「

９

飛
地
顔
支
配
を
め
ぐ
る
問
題
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

「
豊
州
連
々
在
方
汪
申
付
條
目
」
中
の
Ｔ
項
に
、

一
、
九
州
御
領
私
頗
共
町
人
百
姓
礼
儀
正
敷
候
処

　
　
此
方
町
人
百
姓
無
礼
二
相
聞
候
闘
士
と
及
見

　
　
候
ハ
ハ
他
所
人
た
り
共
馬
二
乗
候
も
の
ハ
早
々

　
　
下
り
歩
行
に
て
通
り
候
も
の
も
脇
へ
よ
り

　
　
つ
く
ば
い
町
中
事

八
六

更
に
、
近
接
の
天
領
、
私
領
と
の
風
儀
の
善
悪
を
比
較
し
、
外
聞
上
、
服
々
留
意
す
べ
き
呉
を
申
触
れ
た
史
料
も
少
な
く
な
い
。

な
ど
の
項
目
が
あ
り
、
他
頗
と
の
比
較
や
、
外
聞
に
対
し
て
配
慮
す
る
必
要
も
あ
っ
た
。

　
　
　
　
六
　
他
藩
交
渉
史
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
豊
後
）

　
豊
前
・
豊
後
国
内
に
お
け
る
語
藩
頭
城
の
間
で
、
国
内
語
藩
の
人
組
、
他
国
語
藩
の
入
組
状
況
を
概
覧
す
る
時
、
肥
後
頭
の
三
万

六
千
余
石
を
筆
頭
に
、
島
原
頭
の
二
万
七
千
余
石
、
延
岡
頭
の
二
万
六
千
石
余
が
あ
り
、
肥
後
頭
は
、
直
入
郡
久
住
白
丹
・
大
分
郡

庄
内
・
野
津
原
・
北
海
部
郡
大
在
・
坂
ノ
市
・
佐
賀
関
地
域
な
ど
、
大
野
川
沿
岸
地
方
に
、
東
西
に
長
く
散
在
す
る
を
特
徴
と
す
る
。

　
こ
の
散
在
状
況
は
、
多
分
に
、
熊
本
卜
内
攻
↓
久
住
↓
下
竹
田
↓
野
津
原
↓
三
佐
港
に
通
ず
る
肥
後
街
道
を
通
交
す
る
事
に
起
因



す
る
交
通
政
策
、
具
体
的
に
は
、
本
陣
等
の
所
管
に
係
わ
っ
て
い
る
事
は
疑
い
な
い
。

　
大
野
川
河
口
三
佐
港
周
辺
に
は
、
天
領
・
岡
領
・
延
岡
領
・
肥
後
領
か
入
組
散
在
し
、
速
見
郡
頭
成
港
附
近
に
は
、
日
出
領
・
森

領
・
及
び
天
領
が
接
近
し
て
分
布
す
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
は
、
主
要
街
道
・
土
要
港
湾
の
利
用
を
め
ぐ
る
便
宜
上
か
ら
生
じ
た
結
果
で
’
】
の
ろ
う
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
諸
藩
の
入
組
状
況
は
、
他
領
城
津
浦
か
ら
の
米
穀
津
出
し
や
、
農
民
の
交
流
等
の
面
で
、
苦
渋
問
題
を
生
ず

る
事
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

　
例
え
ば
、
豊
州
御
領
高
田
浦
の
利
用
に
つ
い
て
、
「
立
石
御
領
王
様
江
戸
御
上
下
之
節
取
扱
之
事
」
や
「
立
石
御
領
和
木
村
川
口

カ
積
出
し
断
り
参
候
節
取
扱
之
事
」
に
よ
る
と
、
他
藩
領
港
湾
利
用
で
は
、
津
出
し
の
た
め
に
、
煩
わ
し
い
手
続
き
を
要
し
て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
、
天
保
九
年
十
二
月
五
目
、
立
石
御
領
御
蔵
米
を
、
和
木
村
川
口
か
ら
積
出
し
の
件
に
つ
い
て
、
立
石
藩
郡
代
か
ら
許

可
願
が
出
さ
れ
た
事
例
は
、

　
　
御
断
申
川
口
手
形

一
、
椙
米
拾
八
石

右
者
次
之
助
蔵
米
瀬
戸
内
為
登
川
口
無
相
違

御
通
可
被
下
候
以
上

　
　
　
史
　
　
学
　
　
論
　
　
叢

高
田
吉
四
郎
船
五
反
　
弐
人
乗

八
七



　
　
飛
地
鎖
支
配
を
め
ぐ
る
問
題
点

天
保
九
年
収
十
二
月
五
日

梅
津
専
之
劫
　
殿

木
下
次
之
肋
内

　
　
一
宮
　
禎
作
　
　
⑩

　
　
　
覚

右
者
立
石
御
頷
御
蔵
米
瀬
戸
内
為
登
高
田
浦

吉
四
郎
船
二
而
和
木
村
川
□
右
積
出
候
段
断
参
候

二
付
此
段
御
届
申
上
候
辺
上

　
十
二
月
六
日

　
　
御
代
官
　
宛

「
御
裏
2
1
匠

橋
津
左
源
太

　
　
　
表
書
之
通
相
改
無
口
銭
二
面
川
口
右
出
船
可
被
申
付
候
以
上

　
　
　
　
　
平
内
印

　
　
　
　
高
田
川
御
番
人
中

と
見
え
、
無
口
銭
で
の
津
出
し
を
認
可
し
て
い
る
。

ｌ
、
Ｉ
ｘ

ノ
ノ



社
島
原
藩
主
の
江
戸
参
勤
の
途
次
に
は
、
豊
州
御
領
内
長
洲
港
か
ら
乗
船
す
る
例
が
多
く
、
そ
の
折
に
は
飛
地
内
の
巡
見
や
、
宇
佐

参
１０

を
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
折
に
は
、
道
路
整
備
・
宿
舎
整
備
等
に
極
め
て
大
造
な
心
配
り
が
な
さ
れ
、
飛
地
住
民
の
労
苦

を
高
め
て
い
る
。

　
飛
地
か
、
城
付
地
の
日
常
茶
飯
的
支
配
か
ら
、
か
く
絶
せ
ら
れ
て
い
た
地
理
的
原
因
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
七
　
飛
地
側
の
文
化
的
得
失
論

　
さ
て
、
以
上
は
、
藩
当
局
側
か
ら
見
た
飛
地
支
配
策
の
苦
渋
を
主
体
と
し
た
政
策
面
史
料
の
紹
介
で
あ
っ
た
が
、
反
転
し
て
、
こ

う
し
た
舞
台
に
あ
っ
た
豊
州
領
自
体
の
、
飛
地
と
し
て
の
社
会
的
文
化
的
得
矢
関
係
に
つ
い
て
、
以
下
、
若
干
の
史
料
的
観
察
を
試

み
た
い
と
思
う
。

　
勿
論
、
こ
の
場
合
、
豊
州
御
領
内
の
、
全
て
に
亘
っ
て
、
そ
れ
を
詳
論
し
得
る
史
料
は
少
な
く
、
ま
た
紙
幅
的
い
と
ま
も
な
い
の

で
、
こ
こ
で
は
、
五
組
の
主
役
的
役
割
を
演
じ
た
橋
津
給
人
庄
屋
本
多
氏
の
場
合
を
限
り
、
と
り
上
げ
て
、
そ
の
周
辺
と
の
交
渉
を

中
心
に
、
彼
氏
の
立
場
か
ら
見
て
み
た
い
。

　
橋
津
組
大
庄
屋
本
多
氏
は
、
中
世
期
か
ら
す
で
に
登
場
す
る
土
豪
で
あ

来
た
。

　
そ
の
系
譜
を
概
述
す
る
と
、
次
の
如
く
で
あ
っ
た
。

史
　
　
学
　
　
論
　
　
叢

⑩り
、
江
戸
期
を
通
じ
て
、
当
地
域
の
犬
庄
屋
を
世
襲
し
て

八
九



正
　
永

飛
地
頷
支
配
を
め
ぐ
る
問
題
点

正
　
明

正
　
貞
１
－
－
正
　
盈

　
　
　
　
　
九
〇

真
玉
四
郎
兵
衛
二
女

　
　
　
一
一

盈
　
貞

づ

慶
安
四
年
九
月
卒
　
慶
安
四
年
十
一
月
卒
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ヘ
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几
゛
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為
賀
来
ハ
郎
養
子

本
多
氏
は
、
右
系
語
中
の
、
正
苗
・
正
興
時
代
の
活
躍
か
特
に
目
立
つ
。

訟

杵
築
島
氏
よ
り
養

子正
　
浦

に
よ
る
と
、
正
興
は
、
廬
名
を
、
正
興
院
彩
道
霞
翁
居
士
と
呼
び
、
「
霞
翁
」
の
号
は
、
池
坊
よ
り
拝
号
し
た
と
記
し
、
挿

花
の
名
手
で
あ
り
、
社
中
三
百
人
を
数
え
た
と
言
う
。



　
華
道
関
係
の
史
料
中
に
は
、
京
洛
六
角
堂
今
日
庵
の
免
許
状
の
類
が
多
く
見
ら
れ
、
京
都
と
の
交
渉
が
は
げ
し
か
っ
た
ら
し
い
。

　
こ
の
本
多
氏
の
婚
姻
関
係
は
、
延
岡
領
真
玉
村
の
真
玉
氏
を
は
じ
め
、
宇
佐
代
官
麻
生
氏
、
田
染
組
大
庄
屋
河
野
氏
、
山
蔵
組
賀

来
氏
、
杵
築
藤
島
氏
な
ど
と
が
深
い
。

　
以
下
、
こ
う
し
た
本
多
氏
の
血
縁
、
交
友
関
係
を
中
心
に
し
ば
ら
く
な
が
め
て
み
る
。

　
こ
の
正
興
は
、
安
政
三
年
六
月
晦
日
に
死
去
し
た
が
、
彼
の
急
死
に
際
し
、
高
田
組
高
田
町
在
住
の
医
師
、
豊
田
九
皐
か
招
か
れ

　
　
邨

て
い
る
。

　
豊
田
九
皐
は
、
田
染
組
田
染
村
の
出
身
で
、
帆
足
万
里
の
門
に
人
わ
、
天
保
初
年
に
大
阪
に
出
て
、
岡
研
介
に
医
を
学
び
、
更
に

京
都
で
小
森
宗
司
に
、
長
齢
で
竹
内
玄
洞
に
師
事
し
た
医
者
で
、
の
ち
豊
後
府
内
藤
や
、
島
原
藩
で
医
道
に
尽
力
し
た
人
物
で
あ
、

噛
・

　
『
会
葬
法
会
参
加
者
名
ボ
』
（
仮
題
）
に
よ
る
と
、
宇
佐
郡
佐
田
村
の
葛
威
厳
哉
（
帆
門
）
、
金
谷
立
庵
な
ど
が
、
直
結
の
病
床

の
夜
伽
に
来
宅
し
て
い
る
が
、
『
玉
堂
冨

皿

』
に
よ
る
と
、
彼
ら
は
と
も
に
、
正
興
の
社
中
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
削
）

　
正
興
死
後
の
来
客
の
中
に
は
、
賀
来
佐
一
郎
の
名
も
見
え
、
交
友
関
係
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　
こ
の
名
ボ
に
よ
る
と
、
賀
来
佐
一
郎
は
、
「
当
村
金
谷
村
旅
宿
・
嶋
原
・
賀
来
佐
一
郎
」
と
あ
り
、
当
時
島
原
に
勤
務
の
身
柄
で

あ
っ
た
。

　
佐
一
郎
は
、
佐
之
と
も
言
い
、
安
政
四
年
十
一
月
十
八
日
、
五
千
九
才
で
島
原
に
没
し
た
が
、
彼
の
弟
は
、
著
名
な
本
草
学
者

賀
来
飛
霞
で
あ
っ
た
。

史
　
　
学
　
　
論
　
　
叢

九

一



一 一

１

　
　
　
　
飛
地
頭
支
配
を
め
ぐ
る
問
題
点

例
の
シ
Ｌ
ボ
ル
ト
の
開
設
し
た
「
鳴
滝
熟
」
の
門
人
名
ボ
の
文
政
六
年
に
は
「
賀
来
佐
一
郎

就二
学十

九
二

こ
い
」
と
あ
り
、
彼
は
、
文
致

初
年
に
ご
は
、
す
で
に
入
門
し
て
い
た
訳
で
あ
る
が
、
弟
飛
霞
の
島
原
藩
と
の
関
係
は
、
ひ
と
え
に
、
兄
佐
一
郎
の
当
藩
医
た
る
雅
に

起
因
し
て
い
る
か
、
こ
う
し
た
人
的
交
流
の
背
景
に
は
、
島
原
の
飛
地
と
し
て
の
二
豊
の
立
地
条
件
と
、
飛
他
人
庄
屋
本
多
氏
の
家

系
問
題
を
無
視
で
き
ま
い
。

　
文
化
期
か
ら
、
文
政
・
天
保
・
弘
化
期
を
通
じ
て
本
多
家
に
お
け
る
土
要
行
事
に
、
し
ば
し
ば
登
場
す
る
人
物
の
中
に
、
入
医
「

東
明
」
、
金
谷
立
庵
、
斉
藤
文
篤
、
野
田
大
有
、
麻
生
敬
篤
、
小
田
魯
庵
な
ど
医
者
の
存
在
が
目
立
っ
て
い
る
。

　
天
保
九
年
八
月
、
橋
津
組
水
崎
村
の
茂
助
（
廿
九
才
）
は
、
長
崎
医
師
・
浜
東
明
に
師
事
し
て
、
龍
明
と
改
名
し
て
、
医
道
を
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
始

業
に
し
た
旨
を
願
い
出
て
許
可
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
長
崎
医
者
・
浜
東
明
な
る
人
物
が
、
恐
ら
く
右
に
登
場
す
る
「
東
明
」
に
外

な
る
ま
い
。

　
天
保
十
五
年
二
月
、
本
多
喜
左
衛
門
は
、
『
薬

て
、

　
⑤

方
集
』
な
る
書
籍
を
、
野
田
藤
馬
よ
り
借
用
し
た
か
、
こ
れ
を
筆
写
す
る
に
際
し

天
保
十
五
年
二
月
の
頃
、
藤
馬
よ
り
借
り
請
た
る
内
に
、
野
田
大
有
の
秘
書
三
冊
あ
り
、
是
を
あ
つ
め
て
写
す
。

と
記
し
、
書
中
の
『
諸
病
療
治
妙
法
集
』
の
序
の
部
分
に
、



此
書
、
野
田
夫
有
と
言
う
医
師
の
子
同
苗
藤
馬
よ
り
借
り
受
け
写
す
。

と
述
べ
、
野
田
夫
有
と
、
藤
馬
と
か
親
子
の
関
係
で
あ
る
事
を
知
り
得
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
こ
の
野
田
夫
有
は
、
杵
築
領
両
千
手
永
小
野
村
か
ら
、
入
村
し
た
医
師
で
あ
っ
た
。

　
す
な
わ
ち
、
天
保
九
年
八
月
の
請
願
書
に
よ
る
と
、
当
時
三
十
九
才
の
小
野
村
医
師
野
田
夫
有
は
、
橋
津
村
西
茂
右
衛
門
の
奸
身

の
者
た
る
故
に
、
無
医
師
の
当
村
に
一
年
間
滞
留
し
て
、
医
業
に
専
念
し
た
い
旨
を
願
い
出
て
許
可
さ
れ
、
以
後
五
年
ま
で
滞
留
を

延
長
、
更
に
期
間
を
再
延
長
し
て
い
る
。

　
一
方
、
斉
藤
文
篤
に
関
し
て
は
、
先
の
、
野
田
藤
篤
か
ら
の
借
用
し
た
『
諸
病
療
治
妙
法
集
』
中
に
、

　
阿
蘭
陀
テ
リ
ヤ
ア
カ

サ
フ
ラ
ン
　
赤
石
脂
　
没
薬
　
丁
子
　
反
鼻
　
阿
片
六
匁

　
　
　
　
　
　
斉
藤
文
篤
ョ
リ
申
来
ル
テ
リ
ヤ
カ
功
能
ノ
事
　
「
・
・
・
筆
者
」

と
見
え
、
野
田
火
打
父
子
と
無
関
係
で
は
な
い
事
を
知
り
得
る
し
、
文
篤
は
、
「
玉
峰
軒
彩
露
」
の
号
で
、
本
多
氏
の
社
中
に
名
を

　
　
　
　
�
）

見
せ
て
い
る
。

　
小
田
魯
庵
は
、
速
見
郡
倉
成
村
生
れ
の
帆
足
門
下
の
医
師
で
あ
り
、
紀
州
華
岡
青
州
や
、
京
都
香
川
家
に
医
を
学
び
、
外
科
医
と

　
　
　
　
　
史
　
　
学
　
　
論
　
　
叢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
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飛
地
頭
支
配
を
め
ぐ
る
問
題
点

　
　
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

し
て
名
声
あ
る
人
物
で
あ
っ
た
。

九
四

　
本
多
氏
の
諸
法
要
等
で
主
役
を
演
ず
る
麻
生
重
左
衛
門
は
、
系
譜
に
見
え
る
本
多
正
興
の
姉
「
出
資
」
の
夫
た
る
宇
佐
代
官
麻
生

重
左
衛
門
に
外
な
る
ま
い
か
、
こ
の
重
左
衛
門
妻
「
由
賀
」
の
死
後
に
は
、
麻
生
氏
に
は
、
速
見
郡
杵
築
頗
の
秋
吉
氏
か
ら
女
の
再

　
　
　
　
　
　
　
⑩

嫁
が
あ
っ
た
ら
し
い
。

　
秋
吉
系
図
に
よ
る
と
、
こ
の
女
性
は
、
秋
吉
豊
房
の
二
友
「
奈
加
」
な
る
人
物
で
あ
り
、
こ
の
奈
加
の
兄
「
豊
章
」
は
、
天
保
三

年
三
月
、
七
十
才
で
死
去
し
た
医
者
で
あ
り
、
十
七
才
で
長
崎
に
留
学
し
、
吉
雄
耕
牛
（
亨
保
九
年
～
天
保
二
年
）
の
門
下
生
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

り
、
の
ち
京
都
に
出
て
山
科
の
吉
益
中
神
に
医
学
を
学
ん
だ
人
物
で
あ
っ
た
。

　
賀
来
飛
霞
の
『
高
千
穂
採
薬
記
』
に
よ
る
と
、
彼
が
日
向
地
方
に
採
草
旅
行
に
出
向
し
た
の
は
、
延
岡
藩
か
ら
の
要
請
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
折
高
千
穂
三
田
井
に
は
、
小
串
奉
安
な
る
者
が
医
業
を
営
ん
で
お
り
、
こ
の
小
串
奉
安
は
、
豊
後
杵
築
藩
小

串
氏
大
蔵
芳
好
の
子
に
、
小
串
定
茎
奉
庵
な
る
者
を
検
出
し
得
る
人
物
と
同
一
人
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
当
の
小
串
氏
の
敏
佐
波
は
、

重
威
・
俊
敏
と
続
く
篤
学
の
家
で

心
り
、
重
威
の
娘
は
、
同
藩
八
坂
の
嶋
兵
右
衛
門
の
養
女
と
な
り
、
の
ち
に
後
藤
駒
次
郎
に
嫁
し

て
い
る
。

ま
た
、
垂
威
の
子
息
「
厚
」
は
、
系
図
に
よ
る
と
、
「
実
は
嶋
弥
一
郎
永
胤
養
弟
」
と
見
え
る
。

こ
の
嶋
弥
一
郎
妻
「
セ
イ
」
は
、
脇
儀
一
郎
蘭
室
の
実
妹
で
あ
り
、
一
方
、
弥
一
郎
姉
の
鶴
は
、
脇
則
延
な
る
者
の
妻
と
な
っ
て

い
る
。

　
こ
う
し
た
関
係
か
ら
、
島
弥
一
郎
と
、
蘭
室
と
の
交
渉
は
、
極
め
て
深
い
も
の
が
あ
っ
た
。



　
本
多
氏
系
図
に
よ
る
と
、
本
多
正
興
の
子
息
、
正
膜
の
妻
は
、
ハ
坂
興
兵
衛
の
娘
千
寿
で
あ
り
、
興
兵
衛
は
名
を
辞
任
、
東
皐
と

号
し
、
『
東
皐
遺
稿
』
の
著
者
で
あ
る
。

　
興
兵
衛
勝
江
の
子
、
清
右
衛
門
義
見
は
、
蘭
皐
と
号
し
、
医
業
に
仕
え
、
「
幼
科
秘
録
」
二
巻
、
『
算
学
袖
珍
』
一
巻
、
詩
歌
集

一
巻
等
を
著
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
蘭
皐
義
見
の
義
弟
が
、
先
の
小
串
政
俊
に
あ
た
る
。

　
更
に
脇
蘭
室
の
義
妹
夫
に
、
高
田
原

皿

が
あ
り
、
こ
の
高
田
氏
は
、
高
田
組
大
庄
屋
と
し
て
、
本
多
氏
と
同
役
の
関
係
に
あ
り
、

極
め
て
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
即
効
は
、
本
田
氏
の
社
中
で
も
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
本
多
氏
の
『
蔵
書
目
録
』
の
一
冊
に
は
、
一
九
九
種
六
ヱ
ハ
冊
の
書
籍
名
を
記
載
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
書
籍
の
内
に
は
、
『

入
学
新
論
』
、
『
肆
業
余
稿
』
、
『
潜
夫
論
』
な
ど
、
帆
足
万
里
の
著
書
を
は
じ
め
、
『
党
民
流
説
』
等
、
脇
蘭
室
の
著
作
も
含
ま

れ
、
先
に
見
た
島
束
皐
、
蘭
皐
父
子
の
『
東
皐
遺
稿
』
、
『
幼
科
秘
録
』
、
『
算
学
神
珍
』
な
ど
が
見
ら
れ
、
更
に
、
小
串
政
俊
の

　
　
　
　
　
　
配
）

原
稿
『
監
郡
右
置
』
な
る
筆
稿
が
実
存
し
て
い
る
。

　
本
多
氏
系
図
に
よ
る
と
、
本
多
正
興
の
弟
、
敏
六
（
駿
窄
）
は
、
山
蔵
組
賀
来
八
郎
の
養
子
と
な
っ
て
賀
来
家
を
継
い
で
い
る
。

　
駿
肛
の
養
父
、
賀
来
ハ
郎
と
は
、
山
蔵
組
大
庄
屋
賀
来
惟
勝
の
こ
と
で
あ
り
、
怪
談
の
父
は
、
怪
孝
、
兄
は
、
惟
良
と
言
い
、
本

草
学
者
、
賀
来
佐
一
郎
、
睦
三
郎
飛
直
と
の
関
係
は
、
直
結
的
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歯
）

　
当
本
多
氏
の
史
料
中
に
、
『
評
草
本
写
真
』
な
る
賀
来
睦
之
飛
霞
の
原
稿
が
含
ま
れ
る
所
謂
は
、
賀
来
家
と
、
本
多
氏
と
の
直
結

　
　
　
　
　
㈲

的
な
血
縁
関
係
に
よ
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
史
　
　
学
　
　
論
　
　
叢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
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ぐ
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九
六

　
以
上
は
、
や
や
煩
雑
に
な
っ
た
が
、
本
多
氏
、
賀
来
氏
、
島
氏
、
脇
氏
、
小
串
等
の
血
縁
関
係
を
中
心
と
し
た
関
連
や
、
そ
の
他

文
化
人
（
識
者
）
と
の
交
流
関
係
を
述
べ
て
来
た
。

　
当
地
域
を
更
に
広
く
、
文
化
的
観
点
に
立
っ
て
眺
め
る
場
合
、
中
津
藩
奥
平
氏
の
存
在
を
無
視
す
る
事
は
で
き
ま
い
。

　
特
に
、
幕
末
期
奥
平
氏
の
、
昌
鹿
、
昌
男
、
昌
高
三
代
藩
主
の
中
で
、
昌
高
と
、
島
津
氏
と
の
関
係
を
重
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
奥
平
昌
高
は
、
薩
摩
藩
士
島
津
重
豪
の
二
男
と
し
て
生
ま
れ
、
奥
平
氏
に
養
子
に
入
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
が
、
父
、
重
豪
は
、
著

名
な
蘭
絣
大
名
と
し
て
知
ら
れ
る
人
物
で
あ
っ
た
。

　
奥
平
氏
で
は
、
昌
鹿
の
長
子
昌
男
が
早
世
し
た
た
め
、
島
津
氏
か
ら
、
昌
高
を
迎
え
た
も
の
だ
が
、
す
で
に
、
昌
鹿
の
時
代
か
ら
、

文
化
的
な
素
地
は
整
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
昌
鹿
は
、
国
学
を
賀
茂
真
淵
に
学
び
、
片
や
、
蘭
学
研
究
の
前
野
良
沢
を
庇
護
し
て
、
蘭
学
研
究
に
深
い
興
味
を
示
し
た
人
物
で

あ
っ
た
嘔
は
、
周
知
の
雅
実
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
、
昌
鹿
、
昌
高
と
つ
づ
く
、
豊
前
中
津
地
域
に
は
、
極
め
て
多
様
な
文
化
的
色

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
初

彩
か
充
満
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
に
関
し
て
は
紙
幅
の
関
係
か
ら
先
学
の
研
究
に
ゆ
づ
る
。

　
こ
う
し
た
東
九
州
地
域
に
み
な
ぎ
る
好
学
の
風
汐
の
中
で
、
村
落
の
支
配
者
的
立
場
に
あ
る
庄
証
徴
人
物
が
、
無
洗
礼
で
あ
り
得

る
筈
は
な
く
、
無
意
識
の
う
ち
に
新
ら
し
い
文
物
の
洗
礼
を
受
け
行
く
実
情
を
察
す
る
雅
は
、
決
し
て
不
自
然
で
は
な
い
。

　
ま
し
て
や
、
江
戸
期
を
通
じ
て
、
国
外
新
知
識
の
唯
一
の
流
人
脈
で
あ
っ
た
長
崎
に
隣
接
し
た
島
原
の
他
の
領
土
と
し
て
君
臨
す

る
松
胆
氏
坤
、
そ
の
飛
地
と
し
て
の
二
豊
地
域
と
が
、
直
結
す
る
事
実
を
考
え
る
時
、
地
理
的
、
風
土
的
隔
離
は
否
定
で
き
な
く
、

本
領
域
と
対
比
し
た
場
合
、
飛
地
と
し
て
の
政
治
的
諸
策
の
中
に
、
数
多
く
の
苦
渋
の
存
在
す
る
事
実
を
是
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な



い
か
、
反
面
、
飛
地
側
か
ら
の
得
矢
論
に
立
つ
時
、
文
化
的
感
化
と
文
化
的
先
進
性
と
を
否
定
す
る
材
料
は
認
め
難
い
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。

　
〔
註
〕

　
①
松
平
氏
の
島
原
人
封
は
、
寛
文
九
年
で
、
寛
延
二
年
か
ら
安
永
四
年
ま
で
の
二
十
六
年
間
、
野
州
宇
都
宮
の
戸
田
氏
と
交
替
、
安
永
四
年
以

　
　
後
、
幕
末
ま
で
島
原
を
領
し
た
。

　
②
　
宇
佐
市
橋
津
守
英
氏
文
書
（
別
府
大
学
文
学
部
史
学
科
管
理
）
中
『
秋
晩
録
』
（
天
保
十
一
年
本
田
正
辰
書
）
、
「
当
地
御
領
主
年
代
之
事
」

　
③
　
三
十
三
ケ
村
は
、
北
目
十
七
ケ
村
、
南
目
九
ケ
村
、
西
目
六
ケ
村
に
別
れ
る
。
②
に
同
じ
。

　
④
　
橋
津
文
書
、
安
永
八
年
、
寛
政
四
年
、
『
豊
州
村
々
江
申
渡
書
附
』
『
豊
州
奉
公
人
定
書
』
等

　
⑤
　
五
組
九
十
九
ケ
村
は
、
橋
津
組
十
七
ケ
村
、
長
州
組
九
ケ
村
、
山
蔵
組
二
十
三
ケ
村
以
上
豊
前
側
、
高
田
組
二
十
六
ケ
村
、
四
染
組
二
十
四

　
　
ケ
村
以
上
豊
後
側
、
③
に
同
じ
「
御
領
分
惣
役
高
之
事
」

　
⑥
④
に
同
じ

　
⑦
　
『
秋
晩
録
』
以
下
特
記
な
き
も
の
は
、
全
て
こ
れ
に
よ
る
。

　
⑧
拙
稿
「
江
戸
末
期
辺
地
小
農
村
に
お
け
る
村
落
と
家
小
考
」
『
生
活
と
科
学
』
第
1
3
号

　
⑨
　
小
野
武
夫
『
日
本
村
落
史
概
況
』
収
「
村
落
の
人
口
変
遷
に
関
す
る
一
考
察
」
等

　
⑩
　
日
田
市
広
瀬
家
文
書
、
大
分
大
学
教
育
学
部
所
蔵
「
鶴
田
新
田
開
発
関
係
史
料
」
等

　
○
橋
津
文
書
「
五
組
一
紙
願
控
帳
」

　
　
　
　
　
史
　
　
学
　
　
論
　
　
叢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七



　
　
　
飛
他
領
支
配
を
め
ぐ
る
問
題
点

⑩
⑨
に
同
じ

⑩
島
原
市
役
所
刊
『
島
原
の
歴
史
』
等
に
よ
る
。

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
？
ｆ
ｊ
％
１
ｒ
じ
ー
－

九
八

⑩
　
小
野
正
雄
『
寛
文
・
延
宝
期
の
流
通
機
構
』
日
本
経
済
史
大
系
、
作
道
洋
太
郎
「
貨
幣
と
信
刑
」
山
川
出
版
『
流
通
史
』
収

⑩
橋
津
文
書
『
寛
延
三
年
御
引
渡
日
記
』
『
戸
田
能
登
守
株
御
初
入
日
記
』
等

⑩
　
〃

⑥
　
十
時
英
司
『
大
分
県
旧
藩
領
域
図
』
等

⑩
　
橋
津
文
書
『
殿
様
近
々
御
越
長
州
浦
力
御
渡
海
手
続
』

　
　
〃
　
　
　
『
殿
様
江
戸
御
参
勤
之
節
長
州
浦
右
御
乗
船
一
件
書
留
』
等

⑩
　
尾
立
惟
孝
『
宇
佐
郡
地
頭
伝
記
』
橋
津
氏
項

⑩
　
橋
津
文
書
、
「
差
上
ル
　
」
と
あ
り
三
枚
継
紙
の
案
文
で
あ
る
。

妙
表
紙
を
欠
く
長
綴
帳
に
、
文
化
十
二
年
喜
左
衛
門
正
苗
死
後
以
後
の
会
葬
者
、
到
来
物
　
、
法
要
参
加
者
等
の
姓
名
を
記
す
史
料

物
大
塚
豊
吉
『
帆
足
万
里
先
生
門
下
小
伝
』

物
橋
津
文
書
『
華
道
社
中
名
ボ
』
（
仮
題
）

聊
、
參
野
口
逸
三
郎
『
高
千
穂
採
薬
記
』
解
説
言
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
巻
ニ
○
）
、
小
野
精
一
郎
『
大
宇
佐
郡
史
論
』
、
安
心
院
町
役
場

　
『
安
心
院
町
史
』
等

価
　
『
執
睨
録
』



物
・
　
根
津
文
書
、
正
英
堂
蔵
『
薬
方
集
』
と
明
記
あ
り

妙
　
『
執
睨
録
』
収
「
医
者
成
願
之
事
」

僻
　
『
正
常
冨
貴
』

一
存
に
同
じ

擦
　
『
秋
吉
氏
系
図
』
大
分
県
史
料
第
十
巻
収
、
根
津
氏
系
図

⑩
　
『
秋
吉
氏
系
図
』

雑
　
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
巻
二
〇
収

雑
　
『
小
串
氏
系
図
』
大
分
県
史
料
第
十
巻
収

雑
　
根
津
文
書
『
島
氏
系
図
』
仮
題

⑩
　
『
脇
蘭
室
全
集
』
収
・
年
譜

雑
損
津
文
書
、
表
紙
欠
長
帳
二
冊

邨
　
〃

徊
　
序
に
「
僕
浅
見
｛
夏
聞
唯
恐
ク
ハ
社
撰
ヲ
免
カ
ル
ル
能
ハ
サ
ル
事
ヲ
、
識
者
噺
ニ
コ
レ
テ
改
正
セ
ョ
、
嘉
永
五
年
玉
子
五
月
、
行
末
睦
之
識
目
」

娘
　
賀
末
家
と
本
多
氏
と
の
血
縁
関
係
は
豊
後
高
田
市
在
住
行
末
弘
之
氏
蔵
系
図
等
に
詳
し
い
。

　
尚
、
島
原
に
お
け
る
御
殿
医
田
島
謙
亭
は
加
米
琉
出
身
の
女
の
生
む
と
こ
ろ
と
言
わ
れ
、
佐
一
郎
ら
と
と
も
に
シ
ー
ボ
ル
ト
に
師
事
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
史
　
　
学
　
　
論
　
　
叢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九



　
　
　
　
飛
地
領
支
配
を
め
ぐ
る
問
題
点

⑩
今
村
孝
次
『
二
豊
人
文
志
』
収
「
二
豊
国
学
の
概
観
」
等

＠
　
島
原
松
平
氏
の
好
学
癖
は
名
高
く
、
今
日
の
松
平
文
庫
の
内
容
が
証
す
る
。

　
特
に
幕
末
の
「
済
衆
館
」
の
創
設
等
は
意
義
人
で
あ
る
。

一
〇
〇

　
本
小
橋
中
、
第
七
項
は
、
昭
和
四
十
七
年
度
文
部
省
科
学
研
究
助
成
金
に
よ
る
「
東
九
州
村
落
史
研
究
」
な
る
テ
ー
マ
中
の
「
村
支
配
者
の
系

譜
」
の
一
小
部
分
に
当
た
る
事
を
明
記
す
る
。

　
尚
、
「
橋
津
文
書
」
の
整
理
と
、
当
分
の
間
の
史
料
保
管
を
快
諾
し
て
頂
い
た
根
津
守
英
氏
に
深
謝
す
る
。

－ 一 一 ‥
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